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ＪＰモルガン・スマート・インカム 
（為替ヘッジなし、隔月決算型） 

 

運用報告書 （全体版） 
 

第１期（決算日：2025年５月19日） 
第２期（決算日：2025年７月22日） 
第３期（決算日：2025年９月19日） 

 
受益者の皆様へ 
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 
さて、「ＪＰモルガン・スマート・インカム（為替ヘッジなし、隔月決算型）」は、去る９月19日に第３期の決算を
行いました。 
当ファンドは、日本を含む世界各国の債券および株式を実質的な主要投資対象とすることにより、中長期的
な成長をはかることを目的として運用を行います。当作成期につきましてもそれに沿った運用を行いました。
ここに、運用状況をご報告申し上げます。 
今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。 
 

当該投資信託の概要と仕組み 
商品分類 追加型投信／内外／資産複合 

信託期間 2025年５月９日から2046年３月19日（休業日の場合は翌営業日）までです。 

運用方針 
マザーファンドへの投資を通じ、日本を含む世界各国の債券および株式を実質的な主要投資対象とするこ
とにより、中長期的な成長をはかることを目的として運用を行います。 

主要投資 
(運用)対象 

当ファンド 
ＧＩＭスマート・インカム・マザーファンド（適格機関投資家専用）受益証券を主要投
資対象とします。 

マザーファンド 

日本を含む世界各国の債券および株式を主要投資対象とします。なお、債券およ
び株式への投資は、上場投資信託証券を通じて行う場合があります。また、不動
産等または不動産等を主要投資対象とする投資信託証券を主要投資対象とする
上場投資信託証券に投資する場合があります。 

組入制限および 
運用方法 

当ファンド 
ファミリーファンド方式により、マザーファンドを通じて運用を行います。外貨建資産
については、為替ヘッジを行いません。株式への投資割合には、制限を設けませ
ん。外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

マザーファンド 

主として日本を含む世界各国の債券および株式を投資対象とし、高いインカム収
益および値上がり益が期待できる資産に分散して投資します。市場環境等の変化
に応じて組入れる資産やその配分を機動的に変更します。JPMorgan Chase & Co.
および同社と直接または間接の資本関係により密接な関係を有する会社が所属
する資産運用グループのグローバルなネットワークを活用して運用を行います。運
用委託先が、債券および株式の直接投資が困難と判断する場合ならびに運用上
効率的と判断する場合は、上場投資信託証券を通じて投資を行います。外貨建資
産については、円貨に対する為替ヘッジを行いません。株式への投資割合には、
制限を設けません。外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分配方針 
毎年１,３,５,７,９,11月の各19日（休業日の場合は翌営業日）の決算時に、委託会社が基準価額水準、市況
動向、残存信託期間等を勘案して、分配金額を決定します。ただし、必ず分配を行うものではありません。 

 
（注） 当報告書における比率は、表示桁未満四捨五入です。 

（注） 「GIMスマート・インカム・マザーファンド（適格機関投資家専用）」は、「スマート・インカム・マザーファンド」または「マザーファンド」ということがあります。 



 

１ ＪＰモルガン・スマート・インカム（為替ヘッジなし、隔月決算型） 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

2025年５月９日 10,000 － － － － － 37 

１期(2025年５月19日) 10,164 0 1.6 28.6 － 68.8 59 

２期(2025年７月22日) 10,593 50 4.7 27.8 － 68.2 277 

３期(2025年９月19日) 10,847 50 2.9 28.5 0.7 67.7 590 
 
（注） 設定日の欄には、設定時の数値を記載しております。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、各比率は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドの投資対象市場の値動きを表す適切な指数がないため、ベンチマーク・参考ベンチマークは記載しておりません（以下同じ）。 

（注） 投資信託証券とは投資信託受益証券及び投資証券の総称です（以下同じ）。 

 

  



 

ＪＰモルガン・スマート・インカム（為替ヘッジなし、隔月決算型） ２

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第１期 

(設定日) 円 ％ ％ ％ ％ 

2025年５月９日 10,000 － － － － 

(期  末)      

2025年５月19日 10,164 1.6 28.6 － 68.8 

第２期 

(期  首)      

2025年５月19日 10,164 － 28.6 － 68.8 

５月末 10,070 △0.9 28.7 － 70.0 

６月末 10,390 2.2 28.5 － 70.0 

(期  末)      

2025年７月22日 10,643 4.7 27.8 － 68.2 

第３期 

(期  首)      

2025年７月22日 10,593 － 27.8 － 68.2 

７月末 10,725 1.2 28.1 － 69.4 

８月末 10,712 1.1 29.0 0.7 67.8 

(期  末)      

2025年９月19日 10,897 2.9 28.5 0.7 67.7 
 
（注） 設定日の欄には、設定時の数値を記載しております。 

（注） 期末基準価額は当該期の分配金込み、期首の基準価額は分配金落後です。また騰落率は期首比です。なお、第１期末の騰落率は設定日比です。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、各比率は実質比率を記載しております。 

 

  



 

３ ＪＰモルガン・スマート・インカム（為替ヘッジなし、隔月決算型） 

投資環境 
◎主要株式市況 
◆世界株式市場は上昇しました。 

●作成期首から2025年５月末にかけては、トランプ氏による強行的な関税政策が懸念されていた中、米中間の関
税の大幅引き下げなどが好感されて株式市場は上昇しました。 

●６月以降も堅調な企業決算などを背景に株価は堅調に推移しました。７月に入ると、トランプ政権による一部の
国・地域との貿易協定の合意や、大型減税・歳出法案の成立が市場に好意的に受け入れられる形で株式市場
はさらに上昇しました。 

●８月以降は米国の雇用関連指標が軟調であったことを受けて利下げ期待が高まるなか、好調な企業決算も支
援材料となる形で株価は上昇しました。 

＊世界株式市場の動向は、MSCIワールド・インデックス（価格指数、現地通貨ベース）を使用しています。MSCIワールド・インデックスは、MSCI Inc.が発表しております。同指数に関する情報の

確実性および完結性をMSCI Inc.は何ら保証するものではありません。著作権はMSCI Inc.に帰属しております。 

 

◎主要債券市況 
◆米国ハイ・イールド債券市場は上昇しました。 

●投資家のリスク選好姿勢の高まり、企業の健全性の向上、質の高い利回りへの強い需要などが後押しする形で
上昇しました。関税を巡って不確実性が高まり、下落する局面もあったものの、底堅い企業業績がハイ・イール
ド債券を含むリスク性資産にとって追い風となったほか、2025年８月以降は、米国の軟調な雇用関連指標などを
受けた利下げ期待などから上昇しました。 

＊米国ハイ・イールド債券市場の動向は、ブルームバーグ・米国ハイ・イールド社債２％発行体キャップ・インデックス（米ドルベース）を使用しています。「Bloomberg®」およびブルームバーグ米

国ハイイールド社債２％発行体キャップ・インデックスは、Bloomberg Finance L.P.および、同インデックスの管理者であるBloomberg Index Services Limited（以下「BISL」）をはじめとする関連

会社（以下、総称して「ブルームバーグ」）のサービスマークであり、J.P.モルガン・アセット・マネジメントによる特定の目的での使用のために使用許諾されています。ブルームバーグはJ.P.モ

ルガン・アセット・マネジメントとは提携しておらず、また、J.P.モルガン・アセット・マネジメントが設定する商品を承認、支持、レビュー、推奨するものではありません。ブルームバーグは、J.P.

モルガン・アセット・マネジメントが設定する商品に関連するいかなるデータもしくは情報の適時性、正確性、または完全性についても保証しません。 

 

◎為替市況 
為替市場では、米ドルやユーロ、英ポンドなど多くの通貨が円に対して上昇しました。 
 

  



 

ＪＰモルガン・スマート・インカム（為替ヘッジなし、隔月決算型） ４

運用経過の説明 
◎基準価額の推移 
○当ファンド：基準価額（税引前分配金再投資）の騰落率は+9.5％となりました。 
○組入ファンド：マザーファンドの基準価額の騰落率は+9.8％となりました。 

 

  
（注） 基準価額は、信託報酬控除後です。分配金再投資基準価額は、信託報酬控除後のもので、税引前の分配金を分配時にファンドへ再投資したものとみなして算出したもので、ファンド運

用の実質的なパフォーマンスを示すものです（以下同じ）。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客様の損益の状況を示すも

のではありません（以下同じ）。 

（注） 分配金再投資基準価額はグラフの始点の日の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

 

◎基準価額の主な変動要因 
マザーファンドの受益証券を高位に組み入れた結果、マザーファンドにおいて、株式資産では先進国株式などがプ

ラスに寄与し、債券資産ではハイ・イールド債券などがプラスに寄与しました。 
 

◎ポートフォリオについて 
○当ファンド 

マザーファンドの受益証券を高位に組み入れました。 
○マザーファンド 

先進国株式などの投資比率が上昇した一方、米国投資適格債券などの投資比率が低下しました。 
 

  



 

５ ＪＰモルガン・スマート・インカム（為替ヘッジなし、隔月決算型） 

◎分配金 
基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案し、当作成期合計で１万口当たり100円（税込）としました。留保

益の運用につきましては、委託会社の判断に基づき元本部分と同一の運用を行います。 
 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり・税込） 

項 目 
第１期 第２期 第３期 

2025年５月９日～ 
2025年５月19日 

2025年５月20日～ 
2025年７月22日 

2025年７月23日～ 
2025年９月19日 

当期分配金 －  50  50  

(対基準価額比率) －％ 0.470％ 0.459％ 

 当期の収益 －  50  50  

 当期の収益以外 －  －  －  

翌期繰越分配対象額 164  592  846  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 円未満は切捨てです。当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

今後の見通しと運用方針 
◎今後の見通し 
◆2025年下期は経済が減速する見込みではあるものの、来年実施される財政支援策などにより経済は支えられると

みています。関税による価格上昇の兆候も出てきているものの、緩やかな上昇にとどまると考えます。ポートフォリ
オでは、堅調な企業業績と高いバリュエーションの株式についてバランスをとりつつ、ややリスクを選好する姿勢を
維持しています。債券については労働市場の減速とFRB（米連邦準備制度理事会）のハト派転換を背景に、長期
債をやや選好しています。 
 

◎今後の運用方針 
○当ファンド 

マザーファンドの受益証券を主要投資対象とし、信託財産の中長期的な成長をはかることを目的として運用を行い
ます。 

○マザーファンド 
インカム収益を生み出す世界の債券、株式、その他のアセットクラス（資産）に投資を行い、相対的に高い利回りの
ご提供を目指す方針です。 
 

  



 

ＪＰモルガン・スマート・インカム（為替ヘッジなし、隔月決算型） ６

○１万口当たりの費用明細 (2025年５月９日～2025年９月19日) 

項 目 
第１期～第３期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 31  0.295  (a)信託報酬＝〔当作成期中の平均基準価額〕×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (15)  (0.141)  投信会社 投資判断、受託会社に対する指図等の運用業務、目論見書、運用報告書等の開 
     示資料作成業務、基準価額の計算業務、およびこれらに付随する業務の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (15)  (0.141)  販売会社 受益者の口座管理業務、換金代金等の支払い業務、交付運用報告書の交付業務、 
     購入後の投資環境等の情報提供業務、およびこれらに付随する業務の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.012)  受託会社 信託財産の記帳・保管・管理業務、委託会社からの指図の執行業務、信託財産 
     の計算業務、およびこれらに付随する業務の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 2   0.016   
(b)売買委託手数料＝  

 （ 株  式 ） ( 1)  (0.006)  有価証券の取引等の仲介業務およびこれに付随する業務の対価として証券会社等に支払われ
る手数料 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 1)  (0.010)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 2   0.016   
(c)有価証券取引税＝  

 （ 株  式 ） ( 2)  (0.016)  有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

（d） そ の 他 費 用 14   0.137   
(d)その他費用＝  

 （ 保 管 費 用 ） (13)  (0.123)  保管費用 外貨建資産の保管業務の対価として受託会社の委託先である保管銀行等に支払 
     われる費用 

 （ そ の 他 ） ( 1)  (0.014)  その他  信託事務の処理等に要するその他諸費用 

 合 計 49   0.464    

当作成期中の平均基準価額は、10,474円です。  

 
（注） 当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。なお、売買委託手数料、有価証券取

引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各項目の円未満は四捨五入です。 

（注） 比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 

 

  

〔当作成期中の売買委託手数料〕 

〔当作成期中の平均受益権口数〕 

〔当作成期中の有価証券取引税〕 

〔当作成期中の平均受益権口数〕 

〔当作成期中のその他費用〕 

〔当作成期中の平均受益権口数〕 



 

７ ＪＰモルガン・スマート・インカム（為替ヘッジなし、隔月決算型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を当作成期中の平均受益権口数に当作成期中の平均基準価額（１口当たり）を乗

じた数で除した総経費率（年率）は1.16％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 

 

 

  



 

ＪＰモルガン・スマート・インカム（為替ヘッジなし、隔月決算型） ８

○売買及び取引の状況 (2025年５月９日～2025年９月19日) 

 

銘 柄 
第１期～第３期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
スマート・インカム・マザーファンド受益証券 542,191 569,310 1,456 1,551 

 
（注） 単位未満は切捨てです。 

 

○株式売買比率 (2025年５月９日～2025年９月19日) 

 

項 目 
第１期～第３期 

スマート・インカム・マザーファンド受益証券 

(a) 当作成期中の株式売買金額 1,924,060千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 1,096,858千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.75   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年５月９日～2025年９月19日) 

 

該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2025年５月９日～2025年９月19日) 

 

該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 



 

９ ＪＰモルガン・スマート・インカム（為替ヘッジなし、隔月決算型） 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2025年５月９日～2025年９月19日) 

設定時 
（元本） 

当期設定 
元本 

当期解約 
元本 

期末残高 
（元本） 

取 引 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
1 － － 1 当初設定時における取得 

 

○組入資産の明細 (2025年９月19日現在) 

 

銘 柄 
第３期末 

口 数 評 価 額 

 千口 千円 

スマート・インカム・マザーファンド受益証券 540,734 593,564 
 
（注） 口数・評価額の単位未満は切捨てです。 

 

○投資信託財産の構成 (2025年９月19日現在) 

項 目 
第３期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

スマート・インカム・マザーファンド受益証券 593,564 100.0 

投資信託財産総額 593,564 100.0 
 
（注） 評価額の単位未満は切捨てです。 

（注） スマート・インカム・マザーファンドにおいて、当作成期末における外貨建純資産（4,652,832千円）の投資信託財産総額（4,675,669千円）に対する比率は99.5％です。 

（注） 外貨建資産は、当作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、当作成期末における邦貨換算レートは１米ドル＝148.05円、１カナダドル＝

107.29円、１メキシコペソ＝8.0625円、１ユーロ＝174.51円、１英ポンド＝200.59円、１スウェーデンクローネ＝15.83円、１デンマーククローネ＝23.38円、１オーストラリアドル＝97.88円、１シ

ンガポールドル＝115.46円です。 

 

  

親投資信託残高 



 

ＪＰモルガン・スマート・インカム（為替ヘッジなし、隔月決算型） １０

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第１期末 第２期末 第３期末 

2025年５月19日現在 2025年７月22日現在 2025年９月19日現在 

  円 円 円 

(A) 資産 59,960,020   278,673,092   593,564,485   

 スマート・インカム・マザーファンド受益証券(評価額) 59,960,020   278,673,092   593,564,485   

(B) 負債 8,984   1,542,957   3,239,481   

 未払収益分配金 －   1,308,127   2,721,170   

 未払信託報酬 8,984   234,830   518,311   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 59,951,036   277,130,135   590,325,004   

 元本 58,982,999   261,625,568   544,234,140   

 次期繰越損益金 968,037   15,504,567   46,090,864   

(D) 受益権総口数 58,982,999口 261,625,568口 544,234,140口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,164円 10,593円 10,847円 
 
＜注記事項＞ 

期首元本額 37,892,903円 58,982,999円 261,625,568円 

期中追加設定元本額 21,090,096円 202,642,569円 282,608,572円 

期中一部解約元本額 0円 0円 0円 

    

各期末における未払信託報酬(消費税相当額を含む)の内訳は以下の通りです。 

未払受託者報酬 388円 10,349円 22,823円 

未払委託者報酬 8,596円 224,481円 495,488円 

 

  



 

１１ ＪＰモルガン・スマート・インカム（為替ヘッジなし、隔月決算型） 

○損益の状況 

項 目 
第１期 第２期 第３期 

2025年５月９日～ 
2025年５月19日 

2025年５月20日～ 
2025年７月22日 

2025年７月23日～ 
2025年９月19日 

  円 円 円 

(A) 有価証券売買損益 506,866   11,344,285   13,955,028   

 売買益 506,866   11,344,285   13,955,028   

(B) 信託報酬等 △  8,984   △   234,830   △   518,311   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 497,882   11,109,455   13,436,717   

(D) 前期繰越損益金 －   497,882   10,299,210   

(E) 追加信託差損益金 470,155   5,205,357   25,076,107   

 (配当等相当額) (       －)  (   1,730,703)  (  16,045,731)  

 (売買損益相当額) (  470,155)  (   3,474,654)  (   9,030,376)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 968,037   16,812,694   48,812,034   

(G) 収益分配金 0   △ 1,308,127   △ 2,721,170   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 968,037   15,504,567   46,090,864   

 追加信託差損益金 470,155   5,205,357   25,076,107   

 (配当等相当額) (    4,551)  (   2,365,333)  (  16,804,978)  

 (売買損益相当額) (  465,604)  (   2,840,024)  (   8,271,129)  

 分配準備積立金 497,882   10,299,210   21,014,757   
 
（注） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 
（注） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 
（注） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
（注） 信託財産の運用の指図に関する権限を委託するために要する費用として純資産総額に年率0.2625％を乗じて得た額を委託者報酬の中から支弁しています。関係会社上場投資信託証

券に投資した場合は、関係会社上場投資信託証券費用を委託者報酬から控除します。 

（注） 第１期計算期間末における費用控除後の配当等収益（12,505円）、費用控除後の有価証券等損益額（485,377円）、および信託約款に規定する収益調整金（470,155円）より分配対象収

益は968,037円（10,000口当たり164円）ですが、当計算期間に分配した金額はありません。 

（注） 第２期計算期間末における費用控除後の配当等収益（1,470,687円）、費用控除後の有価証券等損益額（9,638,768円）、信託約款に規定する収益調整金（5,205,357円）および分配準備

積立金（497,882円）より分配対象収益は16,812,694円（10,000口当たり642円）であり、うち1,308,127円（10,000口当たり50円）を分配金額としております。 

（注） 第３期計算期間末における費用控除後の配当等収益（3,386,119円）、費用控除後の有価証券等損益額（10,050,598円）、信託約款に規定する収益調整金（25,076,107円）および分配準

備積立金（10,299,210円）より分配対象収益は48,812,034円（10,000口当たり896円）であり、うち2,721,170円（10,000口当たり50円）を分配金額としております。 

（注） 各期における信託報酬（消費税相当額を含む）の内訳は以下の通りです。 
 第１期 第２期 第３期 

受託者報酬 388円 10,349円 22,823円 
委託者報酬 8,596円 224,481円 495,488円 

 

○分配金のお知らせ  

 第１期 第２期 第３期 

１万口当たり分配金（税込み） 0円 50円 50円 
  
課税上の取扱いについて 
●普通分配金に対して、個人の受益者については、配当所得として20.315％（所得税および復興特別所得税15.315％、ならびに

地方税５％）の税率で課税されます。なお、外国税額控除の適用となった場合、分配時の税金が前記と異なる場合があります。
法人の受益者の場合、前記とは異なります。元本払戻金（特別分配金）は課税されません。 

 

※上記は2025年９月末現在適用されているものです。税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になる場合があります。
詳しくは税務専門家（税務署等）にお問い合わせください。 

 


